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一 第2学年 ｢6,7,8.9の段の九九づくり｣の指導を通 して-
新 漸 陽 子
岡山大学教育学部附属小学校
研究の要約
九九を正 しく覚え,すらすらと唱えられるようになることが,2咋生の子と
もにとって不可欠な学習であることは.誰もかみとめている｡ しかし,-方で
九九を活用する力をつけるためには,与えられた九九をIli椛に覚えるだけでは
不十分であるということも言われている｡
そこで,本研究では,九九をn;･用する力を子どもにつけるためには.アレ一
因をJT]いて.九九をいろいろな方法で構成するというTi所動が有効なのではない
かと考え,第2学年の ｢6,7,8,9の段の九九づくり｣の実践授業を過 し
て明らかにしていきたい｡
1 はじめに
第2学年のかけ辞の学習といえば,でき
あがった九九の結果を暗記することにばか
り目が向けられがちである｡ しかし,九九
を活用する力は.結果を覚えさせることで
育てられるのではなく,九九を構成する過
程で育てられると考えている｡そこで,木
研究では.九九の構成の部分を重視 し,～
般的な ｢乗数が1増えると桶は被乗数だけ
増える｡｣というかけ昇の性質を使った九
九の構成の仕方のみにとどまらず,ある段
の九九を他の段の九九との関係から榊成す
るという方法も加え,いろいろな方法で6
7,8,9の段の九九を作る活動にしたい
と考えた｡
2 研究の内容
(1)6,7,8,9の段の構成におい
て.九九を活用する力とはどのよう
なものか明らかにする｡
｢九九を活用する力｣は, ｢九九を多
様な見方から揃成する.｣という経験を
つむことによって,つけられるものであ
ると考えている｡
そこで.第2学咋の ｢6,7,8.9
の段の九九づくり｣の｢7の段の柄成｣
において,九九を活用する力をつけてい
る子どもの姿を次のように考えた｡
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7の段の九九を ｢7+7-14,
14+7-21･･｣と考えて研成
するだけでなく ｢2の段と5の段に
分かれる｣と見て2の段.5の段の
九九を7Z;-JTlして柄成 したり. ｢3の
段と1の段にt)分かれる｣と見て3
の投,4の段の九九を油川して桝r'R
Lたりすることができる子ども｡ま
た.その理山をアレ一同をRTって税
明することのできるチビもo
(2)九九を倍IT7する力をつけるための
鼓師の支援では,どのようなJI比が
有効であるかりJらかにする｡
① 問題提示の工夫
赤いあめが2個.朗色いあめが5個
入った袋を9つ提示するo
これにより.子どもが.7×9の問
旬を2の段の九九と5の殿の九九に分
けて考えればよいことに.気付きやす
くrSると考えた｡
また.木研究を7の段から始めたの
は.-7･どt)にとって, 2の段と5のBt
の九九が点 t)何れ劫しんでおり,77･川
しやすいと考えたからである｡
② アレ一回を用いて,九九を桝成す
る活動
アレ-図をmいて九九を析T試するT;A
動にする｡
これにより,7の投の九九を2の投
と5の段の九九に分けて耶成するだけ
でなく.更にいろいろIiJJ-iLでmJ戊す
ることができやすくなると考えたO
また.8の投や9の段t),アレ-矧
を川いることによって.いろいろな方
法で構成することができやすくなると
考えた｡
3 r九九をT.n"するノ｣｣をっけるための
増光の炎際
(I)lt元名
｢G.7.8.(Jの段の九九づくり｣
(汀,I2二羊咋)
(2)11元仁順
O G.7,8,(Jの政の九九を.アレ
-図を川い.既習の2.3,4.5の
r)の九九をn;･川 してmI践することがで
きる｡
O G.7.8.(Jの段の九九をP.r_tえた
り,それを適ITJLたりすることができ
る｡
(3)授業の実際
の 同数累加 (7+71l-7+- ･)以
外の-JJ-fJjで7×9の計界のl⊥-JJ-を#J-え
る｡
曾 赤いあめが2個,iJl色いあめが5伽.1
入った娘を9っ提示する｡
｢あめは.余部で何個あるでしょうJ
とrHJいかけると.-T･どもはすぐに, ｢式
は.7×9になるO｣と言いrHL,計.算
の[1-万を巧えようとしてきた.しかし,
瓜田叩ヴiより7×9は,7を(JlrJilたせば
よいことはJJかるのたが.その別辞がFTIi
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飼なため.ほとんどの-7-どt)那, ｢n･_3丁
できないことは1よいんだけど/i:あO｣な
どとつぶやき,す ぐには引井をW.めよう
としなかった｡
そこで. ｢t'つと他に.やり方はないか
[1-｡｣と即 コると,-7'-どもは別版にilTc示し
てあるあめの控を しばらく/Jがめた後.あ
めの色と個数の開陳に丸づき,次のように
考えてきた｡
､＼
千l,t･h うLi
)ニ【`17_･帥 〆
i..叫･･1'7.7
照 IArト.M･け
IPこし小二417ヒ叫
② 既習の九九をH;-川 して7の殿の九九
を構成する｡
｢9袋の時は.7×9を2×9と5×9
にIltJて汁井することができたけれど.1
gや2袋の咋t)2の段と5の投に分けてflf･
井できるのかli｡JとmL､かけると,はと
んt'の子どt)が ｢できるO｣と答えてきた
ので,アレー図を配って.7×口の叶井を
考える活動にした｡
才 アレ一国の上でマスキングシートを
動かしIよが ら.下のように考えて. 7
の投の九九を構成するTtT;一動にする｡
ー ??? ? ?
?
?
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アレ一周に柿BJ)線を･7Jくなどして.70)
段q)九九をZの政と5の肘 こ釦 Jて考えた
-T･t't'は,次のような-ことを'=ITい始めたo
C 7の段は.3の段と1の段にもク川 ら
れるんL'T,ないかなあo
C 確かめて7たいから.アレ-矧をもう
1枚ください｡
C 2のJ･*と2の段と3の段でもできそう
だね｡
このJ-･･)にして.了･どいま.70)悦C)九
九を今までにji'･習した2,3.1,5の段
九九とのEXll系から見るようになり,｢7十
7-14.]4-卜7-2L･･･｣という
作りJJ以外のjJ'法でfIVj成することにDrlnJlを
示 し船めたO
③ 8,9の段の九九を2,3.4,5
6.7の殻の九九をm･川してflYJ戎する
甘 アレ-提lを川いて,8, ～)の政を榊
成する｡
8の段や9の段をmJ戎する附にt),了･ど
もはアレ一国をui'って意欲(F'･)に考え.例え
ば,臼の政を3の段と5の釦 こ/))りて仙戎
したりZの段とGの段に分けて榊成したり
していった｡そして. ｢8の段は4の政を
21d放って (4の段と4の段に/JJけて)I)
作れるよoJflどと苦いながら,今までに
'1.Lえた九九をu-って.新 しい九九を作り目
していくことを楽 し/I,でいるような梯子が
見られてきた｡
④ 既習の九九をfL.JlJして,9×7を考
える0
9の段の九九をml'Eした後で, ｢もし･
9×7だけを忘れてしまったらどうすれば
いいかなO｣と問いかけた.
すると,子どもたちは.以力で.次のよ
うな･様々なJJ'地を考え山してきたo
(考え 1) 9×6-54に9をたす｡
(考え2) 9×8-72から9号ひく｡
(考え3) 9×7の9を2と7,3と6
4と5に分けて他の段の九九を
使って考える｡
(考え4) 9×7の7を1と6.2と5
3と4に分けて考える｡
(考え5) アレー図の向きをかえて. 7
×9に直 して考える｡
捉 蔓
この時,子どもの考えの小に.9+9+
9+･･･という考えは.見られli:くなっ
ていた｡
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(LI)研究の成果と今後の離超
長期にわたる九九の学習の中で,少 し
ずっ興Il･が汚れてきたり,九九を'iえる
ことが両脚になってきたりしていた了ど
i)にとって, ｢今までに'i':胃してきた九
九を使って.新 しい殿の九九を作ってい
く｣という活動は.fn.勤自体が新郎であ
り.また.それまでには考えつかなかっ
た九九の新しい見方を蛙駿することがで
き,九九をT.'川するノ)をつけていく上で,
それなりの威光はあったと,nJ.うo
Lかし.木叩元の相中では,九九をmJn
する力をつけていっている子どもと,ただ
rl鮎に披乗数を/J〉研することだけを文 し/U
でいる子どt)を見/)けることができにくく
一人一人の子どもについて考えると.まだ
まだは坤JJtL-に故丑と二L･Xが必5A;･であると
感じられたo
そこで,や後も.九九をT,T;'川する力をっ
【ナるためには.どのような指蛸方法が有効
かというテーマで研究を枕けていきたいと
考えているO
(平成10年4月24日受理)
